
而
（
テ
）
江
（
え
）
者
（
は
）
茂
（
も
）
而
巳
（
の
み
）

一
、
漢
字
に
付
さ
れ
て
い
る
振
り
仮
名
は
、
史
料
に
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
文
字
の
み
に
限
っ
た
。

一
、
再
読
文
字
は
、
漢
字
を
「
々
」
、
片
仮
名
を
「
私
」
、
平
仮
名
を
「
、
」
、
二
字
続
き
は
「
／
、
」
と
し
た
。

山
梨
県
南
部
町
正
行
寺
蔵
「
朝
師
記
年
録
全
」
（
望
月
真
澄
）

一
、
平
仮
名
で
漢
字
に
直
せ
る
文
字
は
漢
字
に
改
め
、
平
仮
名
の
右
側
に
（
）
を
付
し
、
漢
字
を
示
し
た
。

一
、
変
体
か
な
は
原
則
と
し
て
平
仮
名
に
改
め
た
。
但
し
、
助
詞
等
慣
用
的
に
使
用
さ
れ
、
頻
度
の
高
い
左
記
の
文
字
に
つ
い
て
は
、
漢

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
壁

一
、
字
体
は
人
名
・
地
名
等
の
画

と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

【
凡
例
】

史
料
の
翻
刻
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
原
史
料
の
体
裁
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
読
解
の
便
を
考
慮
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
改
め
た
。

、
漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
原
史
料
の
ま
ま
と
し
た
。

、
字
体
は
人
名
・
地
名
等
の
固
有
名
詞
を
除
い
て
、
常
用
漢
字
の
あ
る
も
の
は
こ
れ
を
使
用
し
、
異
字
・
俗
字
・
略
字
は
正
字
を
原
則

字
の
ま
ま
と
し
た
。

〈
史
料
紹
介
〉山

梨
県
南
部
町
正
行
寺
蔵
「
朝
師
記
年
録
全
」

望
月
真
澄
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刊
行
し
た
人
物
は
、
芝
三
田
（
東
京
都
港
区
）
に
住
む
小
原
・
田
村
・
井
口
の
三
氏
で
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
十
月
に
刊
行
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
の
詳
細
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
知
る
情
報
が
な
い
。
し
か
し
、
江
戸
の
芝
と
い
う
法
華
信
者
や
法
華
講
中
が

山
梨
県
南
部
町
正
行
寺
蔵
「
朝
師
記
年
録
全
」
（
望
月
真
澄
）

一
、
朱
書
・
後
筆
・
裏
書
・
異
筆
・
貼
紙
・
墨
書
等
は
「
」
で
囲
み
、
そ
の
旨
を
（
）
で
肩
書
に
注
記
し
た
。

一
、
落
款
に
つ
い
て
は
、
□
で
囲
み
、
刻
さ
れ
た
文
字
に
つ
い
て
は
そ
の
中
に
記
し
、
肩
書
に
（
落
款
）
と
注
記
し
た
。

一
、
虫
損
・
破
損
・
汚
損
等
に
よ
り
判
読
で
き
な
い
場
合
、
字
数
が
判
明
す
る
場
合
は
□
□
□
で
示
し
、
字
数
が
判
明
し
な
い
場
合
は

［
］
で
示
し
、
そ
の
旨
を
（
）
で
肩
書
に
注
記
し
た
。

一
、
誤
字
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
右
側
に
（
）
を
付
し
て
、
正
し
い
字
を
注
記
し
た
。
ま
た
、
記
載
内
容
が
疑
わ
し
い
場
合
は
（

力
）
、
脱
字
が
あ
る
場
合
は
（
脱
力
）
、
意
味
不
明
の
箇
所
に
つ
い
て
は
（
マ
マ
）
と
肩
書
き
に
注
記
し
た
。

一
、
平
仮
名
で
漢
字
に
直
せ
る
場
合
は
、
右
側
に
（
）
を
付
し
て
、
漢
字
を
記
し
た
。

一
、
本
文
に
は
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
読
点
（
、
）
・
読
点
（
・
）
・
並
列
点
（
・
）
を
付
し
た
。

一
、
史
料
閲
覧
に
際
し
て
、
史
料
所
蔵
者
山
梨
県
南
巨
摩
郡
南
部
町
猪
根
三
七
一
、
日
蓮
宗
正
行
寺
住
職
清
水
随
静
氏
に
は
度
重
な
る
調

査
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
そ
の
学
恩
に
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

【
解
題
】

〈
「
朝
師
記
年
録
」

「
朝
師
記
年
録
」

〈
本
書
の
内
容
〉

の
書
誌
〉

は
、
一
冊
十
八
丁
、
寸
法
は
、
竪
二
十
三
・
九
ｃ
ｍ
、
横
十
六
・
二
ｃ
ｍ
。

(Z8)



多
い
地
域
に
住
む
人
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
華
信
仰
を
持
っ
た
人
々
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
本
書
刊
行
の
趣
旨
も
、
日
朝
の
眼

病
守
護
の
御
利
益
を
感
じ
、
「
現
世
安
穏
、
後
生
善
処
、
宿
福
深
厚
」
と
い
っ
た
願
文
に
よ
っ
て
史
料
が
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
、
法
華
信
者
や
寺
院
向
け
に
刊
行
し
た
書
物
で
あ
る
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
史
料
は
、
裏
表
紙
見
返
し
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
一
月
に
正
行
寺
（
山
梨
県
南
巨
摩
郡
南
部
町

（
Ｇ
８
）

猪
根
）
三
十
一
世
日
厚
が
所
持
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
木
版
で
刷
ら
れ
、
日
朝
ゆ
か
り
の
寺
院
に
頒
布
さ
れ
た
も
の
を

日
厚
が
所
持
す
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

日
朝
の
伝
記
に
関
す
る
資
料
は
、
全
国
各
地
に
点
在
し
て
い
る
が
、
日
朝
ゆ
か
り
の
寺
院
に
お
い
て
、
日
朝
と
そ
の
寺
院
と
の
つ
な
が

り
を
示
す
た
め
、
縁
起
と
し
て
作
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
特
に
、
日
朝
が
三
十
八
年
間
住
持
を
勤
め
た
身
延
山
久
遠
寺
の
宝
蔵
・
身
延

（
２
）

文
庫
に
は
日
朝
自
筆
の
典
籍
類
が
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
信
仰
の
対
象
と
な
る
日
朝
筆
曼
茶
羅
本
尊
も
、
日
朝
開
山
と
な
る

寺
院
や
ゆ
か
り
の
寺
院
に
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
内
容
は
、
日
朝
の
生
涯
を
描
き
、
そ
の
後
に
著
書
、
ゆ
か
り
の
寺
院
と
い
っ
た
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
最
後
に
眼
病
守
護
の
功

徳
が
説
か
れ
て
い
る
。
身
延
山
久
遠
寺
三
十
六
世
日
潮
が
記
し
た
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
で
は
、
生
涯
に
つ
い
て
詳
細
に
記
さ
れ
、
眼

病
平
癒
の
祈
祷
法
も
記
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
毎
月
二
十
五
日
の
命
日
に
「
唱
題
壱
百
遍
、
南
無
身
延
十
一
代
日
朝
尊

（
３
）

者
と
七
遍
」
す
れ
ば
眼
病
が
平
癒
す
る
、
と
い
う
功
徳
を
記
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

身
延
山
久
遠
寺
（
本
院
）
の
支
院
で
あ
る
覚
林
坊
に
は
日
朝
の
廟
所
が
あ
り
、
現
在
も
日
朝
信
仰
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
久
遠
寺
に

（
４
）

お
け
る
日
朝
の
功
績
は
、
西
谷
か
ら
現
在
の
場
所
に
久
遠
寺
を
移
転
し
た
こ
と
だ
け
を
と
っ
て
も
偉
大
な
こ
と
で
あ
り
、
庶
民
信
仰
の

上
で
は
眼
病
平
癒
の
功
徳
が
法
華
信
徒
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
久
遠
寺
祖
師
の
江
戸
出
開
帳

山
梨
県
南
部
町
正
行
寺
蔵
「
朝
師
記
年
録
全
」
（
望
月
真
澄
）
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山
梨
県
南
部
町
正
行
寺
蔵
「
朝
師
記
年
録
全
」
（
望
月
真
澄
）

（
５
）

の
折
に
、
日
朝
像
が
ご
利
益
あ
る
仏
像
と
し
て
江
戸
に
十
回
出
開
帳
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
開
帳
記
録

よ
り
、
そ
の
年
に
出
さ
れ
た
日
朝
像
の
縁
起
を
み
る
と
、

日
朝
上
人
霊
像
並
御
本
尊

是
ナ
ル
ハ
当
山
十
一
代
眼
病
御
守
護
行
学
院
日
朝
大
上
人
ノ
霊
像
並
朝
上
人
御
認
ノ
御
本
尊
也
、
夫
レ
人
ノ
身
ノ
六
根
イ
ッ
レ
モ
大
節
ナ
レ
ト
モ

殊
二
眼
第
一
ノ
肝
要
也
、
日
朝
上
人
一
千
日
ノ
間
法
華
経
調
セ
玉
誓
ヒ
テ
立
テ
テ
曰
ク
、
若
シ
末
代
眼
病
ニ
テ
身
心
共
二
悩
ム
者
ア
ラ
ハ
、
我
ヲ

祈
り
日
々
題
目
ヲ
唱
へ
南
無
身
延
十
一
代
行
学
院
日
朝
上
人
卜
吾
名
ヲ
称
セ
ハ
、
我
必
ス
守
護
シ
テ
眼
病
平
癒
ヲ
得
セ
シ
メ
、
尚
ヲ
将
来
ニ
ハ
仏

（
６
）

知
見
ヲ
開
カ
シ
メ
ン
ト
、
二
世
ノ
誓
願
ヲ
立
サ
セ
玉
フ
霊
像
ナ
レ
ハ
、
生
前
値
遇
ノ
思
ヒ
ヲ
ナ
シ
テ
信
心
二
御
拝
ア
ラ
セ
マ
ス

と
、
日
朝
が
一
千
日
間
、
法
華
経
読
調
を
行
っ
た
功
徳
に
よ
っ
て
眼
病
が
平
癒
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
眼
病
に
悩
む

人
は
、
題
目
を
唱
え
、
”
南
無
行
学
院
日
朝
上
人
“
と
唱
え
れ
ば
功
徳
が
あ
る
こ
と
が
力
説
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
仏
祖
統
紀

の
記
載
を
踏
襲
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

日
朝
ゆ
か
り
の
寺
院
は
、
本
史
料
に
十
六
力
寺
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
末
尾
に
三
十
四
か
寺
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
寺
院
に
つ

い
て
、
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
で
は
日
朝
手
創
の
寺
と
し
て
、
十
一
力
寺
、
室
住
一
妙
『
行
学
院
日
朝
上
人
』
で
は
二
十
三
ヵ
寺
と
し

い
て
、
『

日
朝
の
著
述
を
み
る
と
、
本
史
料
で
は
十
点
の
書
名
を
挙
げ
て
お
り
、
こ
れ
は
著
述
の
中
で
も
主
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
『
日
蓮
宗
事

典
』
で
は
、
日
朝
の
代
表
的
な
書
物
と
し
て
、
関
西
遊
学
時
代
の
も
の
と
し
て
①
．
代
五
時
記
」
②
「
四
宗
要
文
」
、
日
蓮
遺
文
を
蒐

集
し
、
書
写
し
た
も
の
と
し
て
③
「
録
内
御
書
」
④
「
録
外
御
書
」
、
遺
文
の
注
釈
書
と
し
て
⑤
「
御
書
見
聞
」
、
法
華
経
の
注
釈
書
と
し

て
⑥
「
補
施
集
」
⑦
「
法
華
草
案
抄
」
⑧
「
法
華
講
演
抄
」
、
宗
義
関
係
と
し
て
⑨
「
弘
教
用
心
記
」
⑩
「
当
家
朝
口
伝
」
、
当
時
行
わ
れ

て
い
る
。

("）



本
史
料
に
お
け
る
挿
入
図
は
、
寺
院
の
絵
（
不
明
）
、
日
朝
剃
髪
図
、
日
朝
葬
送
図
、
日
朝
廟
所
図
の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

日
朝
伝
を
知
る
上
で
、
本
史
料
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
場
面
を
み
る
と
、
釈
尊
伝
や
日
蓮
聖
人
伝
に
共
通
す
る
よ
う
に
誕
生
・
出
家
・
修

行
・
初
転
法
輪
・
入
滅
と
い
っ
た
生
涯
に
関
わ
る
主
な
場
面
の
絵
が
本
文
の
中
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
史
料
は
、
他
の
伝
記

に
最
低
限
記
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
本
史
料
に
記
載
さ
れ
る
日
朝
の
生
涯
に
関
す
る
記
載
事
項
を
年
表
形
式
で
紹
介
し
て
み
た
い
。

・
応
永
二
十
八
年
（
一
四
二
こ
四
月
八
日
日
朝
懐
妊

・
応
永
二
十
九
年
（
一
四
二
二
）
一
月
五
日
日
朝
誕
生

・
永
享
四
年
（
一
四
三
二
）
檀
林
に
入
学
（
十
一
歳
）

・
同
五
年
（
一
四
三
三
）
比
叡
山
の
学
林
に
入
る
（
十
二
歳
）

・
同
六
年
（
一
四
三
四
）
日
蓮
聖
人
霊
蹟
を
巡
拝
（
十
三
歳
）

・
永
享
八
年
（
一
四
三
六
）
五
月
下
旬
日
出
、
本
覚
寺
を
鎌
倉
に
建
立
（
「
六
月
十
七
日
と
古
書
に
み
え
る
」
と
あ
り
）

・
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
四
月
九
日
日
出
遷
化
（
七
十
九
歳
）

日
朝
、
三
島
本
覚
寺
と
鎌
倉
本
覚
寺
を
兼
職

・
寛
正
元
年
（
一
四
六
○
）
日
延
（
久
遠
寺
十
世
）
、
身
延
山
を
退
院

山
梨
県
南
部
町
正
行
寺
蔵
「
朝
師
記
年
録
全
」
（
望
月
真
澄
）

そ
こ
で
、

わ
れ
る
。

（
７
）

た
論
議
の
記
録
と
し
て
⑪
「
例
講
問
答
」
⑫
「
三
日
講
問
答
」
、
日
蓮
聖
人
伝
記
と
し
て
⑬
「
元
祖
化
導
記
」
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
史
料
と
比
較
す
る
と
、
①
②
⑤
⑦
⑫
の
五
点
が
共
通
し
て
お
り
、
後
の
五
点
も
代
表
的
著
作
に
準
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
思

(2I)



他
に
、
本
史
料
の
特
徴
を
あ
げ
る
と
、
十
四
丁
表
の
半
帳
を
割
い
て
下
田
了
仙
寺
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
今
村
伝
四
郎
正
長
が
身
延
山
久
遠
寺
二
十
六
世
日
逼
に
寺
院
建
立
を
願
っ
た
と
い
う
こ
と
が
如
実
に
記
さ
れ
て
い
る
。
了
仙

寺
の
縁
起
を
み
る
と
、
下
田
奉
行
に
抜
擢
さ
れ
た
正
長
が
、
了
仙
寺
の
日
朝
像
に
徳
川
家
康
の
眼
病
平
癒
を
祈
願
し
、
効
験
が
あ
っ
た
。

（
８
）

よ
っ
て
日
朝
を
開
山
と
仰
い
で
い
る
と
あ
り
、
地
域
に
お
い
て
も
由
緒
あ
る
寺
院
と
い
え
る
。

日
朝
伝
に
関
し
て
は
、
本
史
料
の
賊
に
も
あ
る
よ
う
に
、
先
に
紹
介
し
た
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
に
記
さ
れ
た
も
の
が
、
日
朝
伝
記

の
基
本
資
料
と
な
る
。
他
に
は
、
本
史
料
で
登
場
す
る
日
朝
ゆ
か
り
の
寺
院
の
縁
起
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
が
あ
げ
ら
れ
、
日
朝
の
霊
験
騨

が
如
実
に
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
内
容
も
、
日
朝
の
著
作
や
身
延
山
に
お
け
る
功
績
、
眼
病
守
護
の
功
徳
が
主
に
記
さ
れ
て
お
り
、
日

朝
の
偉
大
さ
と
現
世
利
益
の
守
護
神
像
が
宣
伝
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
、
日
朝
を
守
護
神
と
し
て
法
華
信
徒
に
宣
伝
す
る
た
め
の
内
容

が
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
江
戸
後
期
の
守
護
神
縁
起
の
特
徴
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
江
戸
後
期
は
、
祖
師
信
仰
・
鬼
子
母
神
・

七
面
大
明
神
と
い
っ
た
守
謹
神
に
対
す
る
信
仰
が
高
揚
し
て
い
く
時
期
で
あ
る
。
文
政
期
と
い
う
時
代
に
身
延
山
の
守
護
神
で
あ
る
日
朝

山
梨
県
南
部
町
正
行
寺
蔵
「
朝
師
記
年
録
全
」
（
望
月
真
澄
）

日
朝
、
身
延
山
貫
首
（
十
一
世
）
と
し
て
入
山

・
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
四
月
二
十
六
日
日
延
遷
化

・
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
三
島
本
覚
寺
へ
行
き
、
師
日
出
の
御
廟
を
拝
し
、
伊
豆
国
宇
佐
美
朝
善
寺
の
両
親
の
御
廟

を
参
拝

・
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
日
朝
、
退
院
し
、
東
谷
覚
林
坊
に
隠
棲

・
明
応
九
年
（
一
五
○
○
）
六
月
二
十
五
日
日
朝
、
遷
化
（
七
十
九
歳
）
（
在
位
四
十
年
）

(露）



伝
記
が
江
戸
に
住
む
人
々
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
江
戸
へ
の
日
朝
信
仰
の
伝
播
を
探
る
手
掛
か
り
と
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
明
治

期
に
入
っ
て
ゆ
か
り
の
寺
院
僧
侶
に
本
史
料
が
所
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
日
朝
信
仰
が
明
治
期
に
入
っ
て
も
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と

を
知
り
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
史
料
紹
介
し
た
よ
う
に
、
現
在
管
見
で
き
る
日
朝
伝
に
関
す
る
史
料
は
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
本
史
料
は
、
簡
略
に
日
朝

伝
を
生
涯
・
著
作
・
ゆ
か
り
の
寺
院
と
い
っ
た
内
容
に
よ
っ
て
記
し
た
書
物
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
法
華
信
仰
を
持
つ
僧
侶
や

法
華
信
徒
に
広
く
読
ま
れ
、
日
朝
の
眼
病
守
護
の
霊
験
が
本
史
料
を
通
じ
て
各
地
に
浸
透
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

日
朝
は
、
身
延
山
の
歴
世
で
あ
り
、
江
戸
時
代
以
降
身
延
山
の
守
護
神
と
し
て
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
く
。
こ
の
日
朝
信
仰
の
広
が

り
は
、
身
延
山
信
仰
の
地
域
伝
播
を
掌
握
す
る
上
で
重
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
法
華
信
仰
史
解
明
の
上
に
お
い
て
、
日
朝
信

仰
が
本
末
関
係
や
師
弟
関
係
を
通
じ
て
広
が
っ
て
い
っ
た
の
か
。
眼
病
守
護
と
い
っ
た
御
利
益
信
仰
に
よ
っ
て
地
域
に
浸
透
し
て
い
っ
た

の
か
。
日
朝
信
仰
が
地
域
の
民
間
信
仰
と
融
合
し
て
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
。
今
後
の
課
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

最
後
に
、
今
後
の
日
朝
伝
解
明
の
上
で
、
二
、
三
の
問
題
点
を
あ
げ
て
み
た
い
。

１
，
本
史
料
の
各
地
の
寺
院
・
信
徒
に
お
け
る
伝
存
状
況
で
あ
る
。
ど
の
程
度
頒
布
さ
れ
て
い
た
の
か
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
朝
信

仰
の
広
が
り
に
つ
い
て
知
る
手
が
か
り
と
な
る
。

２
、
各
種
の
日
朝
伝
に
記
さ
れ
る
内
容
の
取
り
上
げ
方
で
あ
る
。
ま
た
、
刊
行
年
や
刊
行
者
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
る
内
容
や
強
調
点
が
違

今
後
は
、
日
朝
伝
を
解
明
す
る
上
で
、
日
朝
ゆ
か
り
の
寺
院
に
史
料
調
査
し
、
関
係
史
料
の
発
掘
に
努
め
て
い
き
た
い
。

う
こ
と
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

山
梨
県
南
部
町
正
行
寺
蔵
「
朝
師
記
年
録
全
」
（
望
月
真
澄
）

(”）



註

カ
ゾ
子

（
１
）
正
行
寺
の
住
所
の
字
名
（
漢
字
）
は
、
加
曽
根
で
は
な
く
、
猪
根
で
あ
り
、
こ
れ
は
本
史
料
欄
外
に
「
猪
根
」
と
後
刻
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

エ
ン
コ
ウ

山
号
も
常
永
山
で
は
な
く
円
光
山
で
あ
り
、
史
料
欄
外
上
部
に
「
円
光
」
と
後
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
「
身
延
文
庫
典
籍
目
録
上
』
久
遠
寺
刊
に
日
朝
の
典
籍
類
が
目
録
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
宝
蔵
の
西
蔵
の
約
三
分
の
一
の
収
蔵

史
料
が
日
朝
の
著
作
・
写
本
・
所
持
本
と
な
る
も
の
で
、
膨
大
な
史
料
群
と
い
え
る
。

（
３
）
「
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
二
九
七
～
三
○
○
頁
。

（
４
）
『
身
延
山
史
』
六
三
～
八
四
頁
。

（
５
）
拙
著
『
近
世
日
蓮
宗
の
祖
師
信
仰
と
守
謹
神
信
仰
』
一
八
二
頁
。

（
６
）
文
久
三
年
「
開
帳
記
録
」
身
延
文
庫
所
蔵
。

【
日
朝
関
係
文
献
】

。
『
日
蓮
宗
事
典
』
日
蓮
宗
宗
務
院
、
日
朝
の
項

。
「
日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
（
歴
史
編
）
』
身
延
山
久
遠
寺
、
日
朝
の
項

・
室
住
一
妙
『
行
学
院
日
朝
上
人
』
身
延
山
久
遠
寺

・
身
延
山
久
遠
寺
編
『
行
学
院
日
朝
上
人
』
大
東
出
版

．
「
御
本
尊
論
資
料
』
（
臨
川
書
店
）

。
『
身
延
文
庫
典
籍
目
録
上
』
（
身
延
山
久
遠
寺
）

．
「
日
朝
上
人
伝
」
（
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
）

（
８
）
『
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』
。
今
村
正
長
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
了
仙
寺
に
は
、
徳
川
幕
府
の
将
軍
・
徳
川
家
光
よ
り
朱
印
地
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

了
仙
寺
の
寺
紋
が
徳
川
家
の
紋
で
あ
る
三
つ
葉
葵
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
両
者
の
関
係
の
深
さ
が
窺
え
よ
う
。

（
７
）
『
日
蓮
宗
事
典
』
日
朝
の
項
。

【
日
朝
関
係
資
料
】

山
梨
県
南
部
町
正
行
寺
蔵
「
朝
師
記
年
録
全
」
（
望
月
真
澄
）
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（
釦
）
（
伝
）

過
し
世
の
事
見
か
こ
と
く
今
に
つ
た
わ
り
、
法
花

８
ゑ
い
ん
ゑ
ん
（
紬
）
（
打
）
（
ご

経
に
帰
依
す
る
因
縁
を
む
す
ふ
も
の
ひ
と
り

（
二
）
（
丑
）

よ
り
し
て
ふ
た
り
み
た
限
り
な
き
一
切
衆
生
わ

み
ね
（
通
）
て
う
そ
ん

し
の
峯
の
み
ち
ふ
み
て
、
朝
尊
師
一
代
の
行
状
を

（
塁
）
（
因
）

し
る
し
て
本
化
末
法
の
有
縁
を
ち
な
み
み
る

ず
い
き
（
心
）

事
に
あ
か
ず
人
を
し
て
随
喜
の
こ
こ
ろ
を
生
せ
し
め

（
得
）

（
小
寺
か
ふ

共
利
益
を
う
る
事
、
す
ぐ
な
か
ら
す
、
そ
の
厚
徳
を

（
捻
》

を
や

（
尊
）

ひ
ろ
へ
ば
、
其
道
の
祖
た
る
人
を
た
ふ
と
ま

し
め
ん
に
、
し
か
し
と
て
一
乗
経
王
に
帰
依
の

い
ん
ゑ
ん

あ
た
り
、
此
書
に
序
す
る
も
ま
た
因
縁
あ
る

山
梨
県
南
部
町
正
行
寺
蔵
「
朝
師
記
年
録
全
」
（
望
月
真
澄
）

序

朝
師
記
年
録

全

」
（
１
丁
オ
）

(お）



晴
旭
輝
々
除
し
闇
来
真
光

み
る
に
う
い
わ
の
す
が
た
ば
ん
ち
う
あ
ら
わ
に
げ
ん
ず
く
つ
づ
の

見
柔
和
姿
盤
中
顕
現
別
頭

せ
い
Ｓ
よ
く
０
８
と
し
て
の
ぞ
８
や
み
を
ａ
た
る
し
ん
く
ハ
う
ふ
た
、
ぴ

晴
旭
輝
々
除
し
闇
来
真
光
再

じ
し
や
か
い
を
、
い
に
し
づ
む
ほ
ん
ぼ
う
の
し
し
ん
せ
つ
あ
り

字
沙
界
多
鎮
本
法
師
深
刹
有

し
ん
た
い
し
ゆ
う
の
ゆ
め
し
ゆ
く
も
ん
よ
く
か
な
ふ
そ
を
う
の
の
り

識
台
上
夢
折
門
克
口
祖
翁
規

に
よ
こ
ん
れ
い
と
う
そ
ん
す
し
ゆ
ど
く
を
が
ん
び
や
う
よ
ん
で
な
を

如
今
霊
塔
存
殊
特
眼
病
呼
レ
名

い
の
れ
ば
た
ち
ど
こ
ろ
に
い
ゆ

祈
立
□

加
賀
阿
闇
梨
日
朝
大
上
人
紀
年
録

み
の
ぷ

９
や
う
が
く
ゐ
ん

か
う
そ
ぼ
さ
つ

身
延
山
十
一
世
加
賀
阿
闇
梨
行
学
院
日
朝
大
上
人
は
、
高
祖
大
菩
薩

め
つ

あ
た
の
ち
ま
つ
ゐ
ん
て
い
ミ
よ
し
よ
う
く
は
う
て
い

御
入
寂
よ
り
百
四
十
一
年
に
当
り
、
後
小
松
院
帝
の
御
宇
称
光
帝

山
梨
県
南
部
町
正
屋

に
あ
ら
さ
ら
め
や
と
し
か
い
ふ 正

行

（
日
朝
聖
人
画
像
）

う
や
／
、
し
く
だ
い
は
に
ち
て
う
だ
い
し
よ
う
に
ん
し
ん
え
い
に

恭
題
日
朝
大
上
人
真
影

文
政
十
丁
亥
年
孟
冬
吉
旦

東
武
聖
坂
一
乗
舎
黙
翁
識

（
落
欧
）
（
蒋
軟
）

圓
團
園

寺
蔵
「
朝
師
記
年
録
全
」
（
望
月
真
澄
）

」
（
２
丁
オ
）

」
（
１
丁
ウ
）

」
（
２
丁
ウ
）
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い
わ
し
み
づ
崖
ん
み
ゆ
８
げ
ん
を
う
ゑ
い

い
づ
の
く
に
う
さ
・
・
、
む
ら

石
清
水
八
幡
御
幸
の
年
限
、
応
永
廿
九
壬
寅
年
伊
豆
国
宇
佐
美
村
に

た
ん
ぜ
う

ゑ
ん
を
う
ほ
つ
し
ゆ
て
う
な
ん
き
や
う
て
う
ま
る
こ
れ

そ
の
こ
ろ
ど
う
こ
く

誕
生
ま
し
ま
す
円
応
法
主
の
長
男
鏡
澄
丸
是
な
り
。
其
頃
同
国

し
ま
じ
ゆ
う
ざ
い
が
く
じ
じ
ゃ
う
い
ん
し
ゆ
つ

ち
０
う
け
ん
び

三
嶋
常
在
山
本
覚
寺
一
乗
院
日
出
上
人
と
い
へ
る
、
智
行
兼
備
に
し
て

し
や
く
し
ん
し
や
う

ほ
う
か
い
ぐ
づ
う
も
っ
ぱ
ら

し
ゆ
ぜ
う
や
く

不
惜
身
命
の
聖
人
あ
り
。
法
界
弘
通
専
な
り
し
が
、
衆
生
を
利
益
せ
ん
と

ほ
つ

ぐ
は
ん

へ
ん

８
や
う

し
よ
て
ん
ぜ
ん
し
ん

欲
し
て
志
願
を
た
て
、
小
演
の
水
辺
に
出
て
は
水
行
を
な
し
、
諸
天
善
神
に

ち
か

（
総
力
）
し
よ
ら
い
は
い

だ
い

く
ん
め
う
ほ
つ
け
念
や
う

誓
ひ
を
立
合
ふ
。
諸
天
へ
礼
拝
一
万
度
題
目
一
万
遍
妙
法
華
経

ぷ

合
も
や
う
（
給
力
）
ぐ
づ
う
ぜ
う
べ
ん
ゆ
め

十
部
一
七
日
祈
行
し
合
ひ
、
弘
通
成
弁
一
度
は
夢
に
な
り
と
も
、
高
祖

ち
ぐ
う
た
て
ま
つ

れ
が
て
う
せ
き
し
ゆ
ぎ
や
う
か
も
（
尽
）
（
簸
）

大
菩
薩
に
値
遇
し
奉
る
事
を
願
ひ
、
朝
夕
の
修
行
書
つ
く
し
が
た
し
。

と
も

し
ま
の
あ
た
む
ち
う
つ
げ
い
わ
わ
れ
み
ん

時
に
高
祖
大
士
親
り
夢
中
に
告
て
曰
く
、
我
を
見
と
欲
せ
ば
、
伊
豆
国

あ
じ
ろ
さ
み

ぐ
づ
う

か
ん
３
８
も

網
代
宇
佐
美
の
郷
を
弘
通
す
べ
し
と
夢
覚
て
、
感
喜
肝
に
銘
し
告
に

ま
か
ひ
が
し
う
ら

へ
ん

し
ん
じ
ん
の
な
ん
に
よ
お
お

任
せ
、
東
浦
加
茂
郡
宇
佐
美
の
辺
を
弘
通
す
る
に
、
信
心
男
女
多
か
り
し

そ
う

ふ
か
し
ん
か
う

も
ん
よ
う

中
に
も
円
応
法
主
と
い
ふ
あ
り
。
日
出
上
人
を
深
く
信
仰
し
て
、
門
葉

し
よ
う

し
ご
と
そ
ん
き
や
う
わ
れ
は
じ
め

称
し
て
万
度
上
人
と
い
ふ
。
円
応
法
主
は
師
の
如
く
に
尊
敬
す
。
我
始
て

だ
い
し
ん
ど
ん
べ
ん
ろ
ん
０
く
ゑ

お
し

げ

天
台
真
言
の
弁
論
を
聞
事
得
て
、
高
祖
大
菩
薩
の
教
へ
の
妙
解
に

か
い
し
ん
し
ゆ
ね
が
わ
わ
が
ふ
ぞ
く
と
も
が
ら

ど
う

帰
伏
し
て
、
三
帰
戒
を
信
受
す
。
願
く
は
我
附
嘱
の
輩
も
、
聖
人
の
化
導
を

た
て
ま
つ

づ
く
か
い
ま
い
か

い
さ
、

受
奉
り
、
永
く
三
途
の
苦
海
を
脱
れ
ん
事
を
願
ふ
。
柳
か
徳
を
慕
ひ
、

〃
、
ぎ
う

め
い
ぜ
う
に
わ
か
す
て

き
や
う

供
給
せ
ん
と
欲
れ
共
、
迷
情
俄
に
捨
が
た
し
。
愛
に
長
男
鏡
澄
丸
と
い
ふ

山
梨
県
南
部
町
正
行
寺
蔵
「
朝
師
記
年
録
全
」
（
望
月
真
澄
）

」
（
３
丁
ウ
）

」
（
３
丁
オ
）
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（
日
朝
剃
髪
図
）

も
と
は
ん
く
ら

は
な
は
く
は
ん

ま
ね

八
歳
の
小
童
子
を
師
の
許
へ
侍
せ
ん
。
聖
人
甚
だ
歓
喜
し
て
招
き
見
る
に
、

え
い
た
つ
産
な
じ
り
あ
ふ
め
ん
ぱ
う
た
ん
ど
ん
そ
う
（
紛
力
）
芯
芯
め
よ
る
こ

英
達
眸
に
溢
れ
、
面
貌
端
厳
な
る
相
を
見
合
、
斜
な
ら
ず
悦
び
、

た
づ
さ

て
う
あ
い

か
ぎ
り

手
を
携
へ
三
嶋
へ
帰
ら
れ
、
朝
夕
鏡
澄
丸
を
寵
愛
す
る
事
限
な
し
。

時
に
永
享
元
己
酉
年
四
月
八
日
文
政
十
丁
亥
年
迄
、
凡
そ
三
百
九
十

す
で
て
い
は
つ
ぜ
ん
ゐ
し
９

ひ
と
り
ば
ん

九
年
也
。
既
に
剃
髪
染
衣
の
式
を
設
け
ん
と
す
る
時
、
聖
人
独
盤
水
の

の
ぞ

れ
ん

あ
ざ
や
か

う
か

念
い

中
を
望
み
見
に
、
日
蓮
の
二
字
鮮
に
水
中
に
浮
べ
り
。
聖
人
奇
異
の

お
も
ひ
と
び
は
い

倉
こ
と
か
芯
す
い
む
う
た
が
ふ
こ
と

想
を
な
し
飛
去
て
拝
し
奉
り
、
誠
な
る
哉
瑞
夢
疑
事
な
し
。
本
化

さ
い

か
ん
る
い
し
た
か
し
ら
た
れ

高
祖
再
来
ま
し
ま
す
か
と
感
涙
袖
を
浸
し
、
頭
を
低
て
師
弟
と
云
共
、

が
く
さ
や
う
こ
、
こ
ろ
さ
し

い
ん

座
を
同
ふ
す
る
事
を
恐
る
。
鏡
澄
師
は
学
業
の
志
深
く
す
、
陰
を
惜
み

色
ゆ
う

せ
き
り
よ
く

あ
へ
ち
か
（
寄
）

意
気
悠
遠
に
し
て
い
と
ざ
精
力
あ
り
。
敢
て
近
よ
る
者
も
な
し
。
世
上
の

わ
ざ
は
な
も
や
う
し
や
く
査
芯

な
が
お
こ
た
ら

事
業
を
離
れ
、
経
釈
を
学
び
、
春
の
日
の
長
き
に
怠
ず
、
秋
の
日

そ
う
そ
う
く
れ

お
し

あ
け
（
過
）
ふ
ゆ
さ
む
Ｏ

早
々
暮
る
事
を
惜
み
、
夏
の
夜
の
明
中
す
き
に
も
、
冬
の
夜
の
寒
に
も
、

み
ん
し
よ
く

み
か
き
と
も
し
び
か
げ
つ
ひ
ち
う
や
う
む

眠
食
を
志
て
、
法
理
を
磨
灯
を
日
影
に
継
て
昼
夜
倦
事
な
く
、

８
ん
こ
う
あ
ら
は
衷
勉
こ
い
た
る

て
ん

自
然
の
勤
功
顕
れ
て
、
眼
の
至
処
義
を
尽
さ
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
内
典

山
梨
県
南
部
町
正
行
寺
蔵
「
朝
師
記
年
録
全
」
（
望
月
真
澄
）

（
身
延
山
久
遠
寺
図
）

」
（
４
丁
オ
）

」
（
４
丁
ウ
）

」
（
５
丁
オ
）

(詔）



く
善
⑤

し
よ
し
う

け
ん
し
ゆ
つ
せ
ん

外
典
に
暗
か
ら
ず
、
諸
宗
の
法
問
の
意
味
を
正
く
し
、
世
間
出
世
の
浅

し
ん
ｅ
は
め

あ
く

深
を
究
て
、
邪
正
師
の
善
悪
を
分
ち
給
へ
り
。
永
享
四
子
年
十
一
歳

た
ん
り
ん
に
ゆ
が
く
い
よ
／
、
め
う
ち
あ
ら
は
ろ
ん
ぎ

し
ゆ
そ
う
こ
と
戸
、

に
し
て
檀
林
へ
入
学
し
、
弥
妙
智
顕
れ
、
論
議
に
向
ふ
衆
僧
悉
く

ま
い
み
な
し
り
ぞ
い
ま
よ
う
ち

が
く
ぎ
や
う
ひ
い
で

舌
を
巻
て
皆
退
き
、
未
だ
幼
稚
に
し
て
文
才
学
業
に
秀
た
る
と

ふ
う
ひ
や
う
た
ん

ひ
ゑ
い

風
評
嘆
美
せ
り
。
同
五
丑
年
十
二
歳
に
し
て
比
叡
山
の
学
林
に
入
り
、

な
ん

ご
ん
そ
う
ろ
ん
ぐ
し
や
ゆ
い
し
８
お
く
が
さ
ぐ

南
都
へ
走
り
、
天
台
・
花
厳
・
法
相
・
三
論
・
倶
舎
・
唯
識
の
奥
義
を
探

（
日
朝
論
議
の
図
）

（
捨
身
図
）

（
臨
力
）

り
つ
つ
ま
ひ
ら
か
ゑ
い

じ
つ
ぞ
う
ら
ん
り
ん

り
、
真
言
・
禅
門
・
律
部
を
詳
に
す
。
叡
山
に
て
は
権
実
雑
乱
の
総
終

し
ゆ
ざ
の
う

ま
で
白
ゅ
う
か
ん

け
し
ゆ
う

日
々
な
り
。
首
座
能
化
に
至
迄
驚
感
す
る
と
い
へ
ど
も
、
一
山
所
化
衆

ざ
い

ろ
う
そ
う
ら
ふ
け
い

れ
た

未
だ
少
年
の
文
際
に
て
、
首
座
老
僧
等
へ
不
敬
の
事
を
妬
み
、

あ
く
し
ゆ
／
、
か
ん
け
い
か
ま
な
や
ま
か
ぞ
が
た
し
か
れ

悪
の
種
々
の
嵌
計
を
構
へ
て
悩
す
事
算
へ
難
し
。
然
ど
も
御
身
に

つ
、
が

よ
く

な
ん

差
な
く
帰
山
し
給
ふ
。
翌
寅
年
に
十
三
歳
に
し
て
、
高
祖
御
難
所

は
じ
め

９
う
せ
８
じ
ゆ
ん
そ
れ
く
は
ん
と
う
ゆ
う
が
く

佐
渡
を
始
と
し
て
御
旧
跡
を
巡
拝
し
、
夫
よ
り
関
東
遊
学
弘
通

ご
ぞ
の
の
み
か
ど
か
ま
く
は
ん
れ
い
す
ぎ
わ
の

専
な
り
時
に
、
後
花
園
帝
の
御
宇
鎌
倉
管
領
上
杉
安
房
守

の
り
た
ず

い
し
ゃ
く

ど
ん
じ
つ
わ
き
ま

憲
忠
公
に
見
参
有
し
に
、
諸
宗
の
異
目
釈
尊
の
教
へ
権
実
弁
へ

山
梨
県
南
部
町
正
行
寺
蔵
「
朝
師
記
年
録
全
」
（
望
月
真
澄
）

」
（
６
丁
ウ
）

」
（
５
丁
ウ
）

」
（
６
丁
オ
）
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山
梨
県
南
部
町
正
行
寺
蔵
「
朝
師
記
年
録
全
」
（
望
月
真
澄
）

が
た

つ
ぷ
さ
急
や
う

そ

こ
ん
じ
つ
し
う
し

難
し
と
有
、
師
具
に
教
化
し
給
ふ
。
我
祖
は
広
く
権
実
の
終
始
を

わ
か
じ
た
し
や
（
鎗
）

ま
つ
ほ
う
や
め
と
も
が
ら

分
ち
、
自
他
の
邪
正
を
さ
と
し
、
今
末
法
の
病
る
輩
に
、
妙
法
の

り
う
あ
た

い
こ
う

つ
ら
な

良
薬
を
与
へ
て
其
意
広
大
な
り
。
我
末
弟
に
連
り
、
高
祖
の

い
お
も

し
ん
か
ろ

じ
ん
し
ん
み
め
う

遺
命
を
重
ん
し
、
身
命
を
軽
ん
ず
。
妙
法
の
甚
深
微
妙
な
る

ぎ
の
く

さ
や
う
け
（
総
力
）
か
ん
り
や
う

義
を
述
さ
せ
、
教
化
し
た
ま
ひ
し
か
は
、
管
領
憲
忠
公
邪
正
の
本

ま
つ

８
、
そ
う

い
へ
ど

し
や
う
た
ん

末
と
く
と
聴
少
僧
た
り
と
錐
も
、
凡
人
な
ら
ず
と
賞
嘆
ま
し
ま
す

窟
す
／
、
さ
か
ん

が
く

才
名
日
に
増
盛
な
り
。
夫
よ
り
三
嶋
本
覚
寺
へ
帰
山
す
と
か
や
。

ゑ
ん
ほ
ぼ

念
く

然
る
に
身
延
山
十
世
日
延
上
人
粗
此
事
を
聞
し
め
さ
れ
、
本
覚
寺

し
て
い
と
も

ま
ね

そ
ば
ず
い
し
ゆ
う

師
弟
共
に
身
延
へ
招
か
せ
給
ひ
、
側
遠
く
随
従
せ
し
め
た
る
に
、

つ
つ
し
じ
く
ん

ち
は
つ

し
う
９
や
う
ち
た
つ
い

敬
ん
て
慈
訓
を
受
、
才
智
発
明
に
し
て
宗
教
宗
致
を
尋
る
に
、

べ
ん

く
つ

く
わ
ん
し
ゆ

弁
舌
水
の
流
る
如
く
に
し
て
、
少
し
も
屈
す
る
事
な
し
。
貫
主
大
に

お
ど
る
（
総
力
）
よ
ん
と
う
し
ゆ
う
た
い
せ
う
ぜ
う

驚
き
合
ひ
、
自
ら
呼
て
神
童
と
称
す
。
日
出
聖
人
心
躰
清
浄
に

（
寺
院
の
図
）

（
日
朝
説
法
図
）

は
げ
ま
ひ
そ
か

す
い
じ
ゃ
く
こ
、
ろ
ミ

こ
・
毎

信
力
を
励
し
、
霜
に
鏡
澄
の
本
地
垂
迩
を
試
ん
と
、
心
を
擬
し
て

せ
い

し
う
ふ
し
ぎ
く
は
う
か
く
／
、

ら
い
り
ん

誓
願
力
に
住
す
。
不
思
議
に
光
明
赫
々
と
し
て
、
本
化
高
祖
来
臨

」
（
７
丁
オ
）

」
（
８
丁
ウ
）

」
（
７
丁
ウ
）

」
（
８
丁
オ
）

(”）



し
ゅ
ぜ
う
や
く
（
紛
力
）
あ
り
さ
ま
ま
の
あ
た
ひ
ら

し
て
衆
生
を
利
益
し
合
ふ
有
様
を
親
り
拝
し
奉
り
、
眼
を
開
き

ざ

い
よ
／
、
も
く
し
り
ぞ
し
い

し
ば
ら

座
辺
を
見
に
鏡
澄
一
人
な
り
。
弥
黙
し
て
退
き
思
惟
し
て
、
暫
く
も

お
そ

ゆ
ず

同
居
す
る
事
を
恐
れ
、
本
覚
寺
譲
り
、
自
身
は
他
山
を
弘
通

こ
う
し
ょ
く
わ
た
（
総
力
）
こ
れ
し
や
う

せ
ん
と
し
、
既
に
後
職
を
渡
し
合
ふ
。
是
よ
り
日
朝
上
人
と
称
す
。

し
ゆ

い
み

は
、

釈
尊
を
日
種
太
子
と
申
奉
る
も
深
き
意
味
あ
り
。
高
祖
御
母

り
ん
れ
ん
げ
じ
ゆ
う

く
わ
い
や
う
（
給
力
）
ゆ
へ

君
は
日
輪
蓮
花
に
乗
ず
と
夢
見
て
懐
孕
し
合
ふ
故
、
日
蓮
と

の
り
（
給
力
）

名
乗
合
ふ
。
今
又
日
朝
上
人
母
君
応
永
廿
八
丑
年
四
月
八
日
の
夜
、

こ
と
た
ん
ぜ
う

と
う
か
が
や
か
し
や
う
は
く
た
れ

殊
に
仏
誕
生
日
朝
日
山
頭
を
輝
し
、
松
柏
枝
を
垂
る
と
夢
見
て

く
わ
い
に
ん

（
総
力
）
ま
ん

懐
妊
と
な
り
合
ひ
、
十
月
を
満
し
て
応
永
廿
九
壬
寅
年
正
月
五
日

た
ん
（
輸
力
）
い
た
だ
き
の
ぽ
た
れ

誕
生
し
合
ふ
。
諸
山
の
頂
に
登
り
て
弘
通
す
る
に
、
万
人
頭
を
低
て

む
か

し
ん
ず
い
じ
ゃ
う

し
よ

た
れ
厳
び
く

刃
向
ふ
者
な
く
信
伏
随
従
す
る
事
、
諸
木
枝
を
垂
て
廓
が
如
し
。

か
い
し
や
う
ど
う
し
（
給
力
）
（
故
）
わ
け
じ
え
ら
（
給
力
）

又
は
四
海
の
唱
導
師
と
成
合
ふ
ゆ
へ
に
、
別
て
朝
の
字
を
撰
み
合
ふ
か
。

せ
う

が
ん
い
ん
念
ね
む
よ
う
は
つ

か
が
や

又
は
有
精
非
精
の
眼
目
陰
気
の
眠
り
を
陽
発
し
、
朝
日
輝
く
に

お
ど
る

も
つ
あ
ざ
や

こ
ん

か
ん
こ
ん

驚
き
目
を
覚
し
万
物
鮮
か
な
り
。
是
六
根
の
中
に
は
眼
根
第
一

つ
ね
が
ん
び
や
う
う
れ
（
給
力
）
ち
か
か
ね

な
り
と
常
に
眼
病
を
患
ひ
合
ひ
、
誓
ひ
有
て
兼
て
朝
の
字
を

（
紛
力
）
し
ん
い
か
つ
し
ょ
く

名
乗
せ
合
ふ
や
、
御
深
意
恐
れ
あ
り
。
且
又
三
嶋
本
覚
寺
後
職
己
来

ぱ
い

け
や
く
ぐ
つ
う
さ
か
ん

へ
つ

か
台
の
こ
し

日
出
聖
人
に
三
倍
し
て
、
化
益
弘
通
盛
な
り
と
別
伝
中
に
も
書
残

山
梨
県
南
部
町
正
行
寺
蔵
「
朝
師
記
年
録
全
」
（
望
月
真
澄
）

」
（
９
丁
オ
）
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山
梨
県
南
部
町
正
行
寺
蔵
「
朝
師
記
年
録
全
」
（
望
月
真
澄
）

さ
ん
く
わ
い
せ
っ

た
り
。
永
享
八
辰
年
五
月
下
旬
日
出
聖
人
鎌
倉
弘
通
参
会
の
節
、

ほ
う
い
ん
も
ん
ど
う

す
み
や
か
し
よ
う
り
（
給
力
）

天
台
真
言
の
法
印
問
答
ま
し
ま
し
て
速
に
勝
利
を
得
合
ひ
て
、

き

れ
い
じ
ゃ
う
こ
ん
り
う

ど
ん

衆
人
帰
伏
し
て
一
宇
霊
場
建
立
す
。
今
妙
厳
山
本
覚
寺
と
い
ふ
。

こ
し
よ

主
す
？
、

既
に
同
年
六
月
十
七
日
な
り
と
古
書
に
も
見
へ
た
り
ｐ
其
後
朝
師
益

こ
う
よ

（
給
力
）

こ
つ
（
透
）

妙
法
広
布
を
祈
ら
せ
合
ひ
、
高
祖
大
菩
薩
の
御
分
骨
を
お
く
り
、

し
や
う

（
故
）

ぐ
さ
か
ん

諸
人
東
身
延
と
称
し
奉
る
も
此
ゆ
へ
な
り
。
日
出
聖
人
弘
化
盛
と

よ
わ
い

ろ
く

せ
ん
じ
ゃ
う

い
へ
ど
も
齢
七
十
九
歳
に
及
び
、
長
禄
三
己
卯
年
に
四
月
九
日
遷
化
一
乗

い
ん

ご
う

院
日
出
聖
人
と
号
す
。
文
政
十
丁
亥
年
迄
三
百
六
十
八
年
な
り
。
日
朝

い
よ
つ

け
ん
し
よ
く

上
人
出
師
の
適
命
に
依
て
、
三
嶋
本
覚
寺
・
鎌
倉
本
覚
寺
兼
職
と

ど
う

く
ハ
ん

な
り
、
廿
四
年
の
間
御
化
導
諸
堂
舎
建
立
専
な
り
。
寛
正
元

く
わ
ん
ぎ
や
う
い
ん

た
い
い
ん

庚
辰
年
身
延
観
行
院
日
延
聖
人
御
退
院
ま
し
ま
し
、
同
二
辛
巳

せ
ん
げ
（
給
力
）
ぜ
う
じ
ゆ

く
ハ
ん
し
ゆ
か
ね
か
ね

年
四
月
廿
六
日
遷
化
し
合
ふ
。
成
就
院
と
も
申
な
り
、
日
延
貫
首
兼
々

い遺
命
あ
り
、
一
山
こ
ぞ
っ
て
日
朝
大
上
人
の
入
山
を
願
に
依
て
、
寛
正
元

し
づ
か

庚
辰
年
身
延
山
御
入
山
な
り
。
御
山
日
々
に
栄
へ
化
風
静
に
し
て

く
は
ん
ぎ

り
ん

け
い

ぱ
い

四
衆
歓
喜
し
、
法
輪
四
方
に
薫
し
、
広
布
妙
法
参
詣
日
々
に
倍

ぞ
う

い
ん
と
う
せ
ぱ

し
う
く
わ
い
つ
と
め
鄙
た

増
す
。
堂
前
院
内
等
甚
だ
狭
く
し
て
集
会
法
用
勤
難
し
。
是
に

し
い
（
給
力
）
８
ぐ
わ
ん
を
う
ご

依
て
日
朝
大
上
人
思
惟
し
合
ひ
、
諸
天
高
祖
江
祈
願
し
擁
護
あ
ら

」
（
加
丁
オ
）

」
（
加
丁
ウ
）

(鋸）



が
ら
ん
虞
ま

い
と
底
じ
ゆ
９
や
う
も
く

ず
ん
ば
、
大
伽
藍
心
の
侭
に
成
就
す
べ
か
ら
ず
と
て
、
寸
陰
の
暇
調
経
題
目

し
ゆ

じ
よ
ゑ
ん
じ
ゆ
く

さ
い
あ
つ
産

御
修
行
な
り
。
既
に
来
り
助
縁
熟
し
求
め
ざ
る
に
、
諸
財
等
聚
り

つ
げ

ひ
も

わ
り
み
ね

ふ
さ

告
ざ
る
に
、
諸
人
来
て
木
を
挽
、
石
を
割
、
峯
を
平
げ
、
谷
を
塞
ぎ
、

す
き
く
わ
た
へ

つ
く

い
く

か
ず
し
ら

鋤
鍬
絶
間
な
く
力
を
尽
す
も
の
、
幾
千
万
人
と
云
数
を
知
す
程
な
く
、

く
わ
い
が
う

の
こ
り
い
ら
か
（
並
）

ぎ
、

三
堂
諸
院
会
合
所
等
迄
残
な
く
蕊
を
な
ら
べ
、
山
容
巍
々
堂
々

あ
た
か
れ
う
じ
ゆ

き
や
う
じ
や
た
へ

と
し
て
、
恰
も
霊
鷲
山
に
も
劣
べ
き
事
な
し
。
信
心
の
行
者
絶
な
く

か
つ
か
う

は
げ
ま

げ
ん

ご
せ
う
（
給
力
）

法
味
渇
仰
供
養
を
励
し
、
金
言
の
如
く
後
生
を
祈
た
ま
ふ
こ
と

か
ん
よ
う

ひ

肝
要
な
り
。
釈
尊
一
大
事
の
秘
法
を
、
霊
鷲
山
に
し
て
高
祖
大
士
江

ふ
ぞ
く

し
よ

む
ね

ひ
か
く

附
嘱
ま
し
ま
す
。
既
に
御
書
に
も
日
蓮
が
胸
の
内
に
秘
し
隠
し

も
て

ぶ
つ

上
』
車
』
守
つ

り
ん

持
て
り
。
日
蓮
が
胸
の
間
は
諸
仏
の
入
定
の
処
な
ら
ん
。
舌
は
転
法
輪
の

の
ん
ど
た
ん

か
く
み
ぎ
り

ほ
け
怠
や
う

所
、
咽
は
誕
生
の
所
、
口
中
は
正
覚
の
瑚
成
く
し
。
か
、
る
法
花
経
の

す
む

い
か
で
れ
う
ぜ
う

お
と
る

住
所
な
れ
ば
、
争
か
霊
山
浄
土
に
も
劣
べ
き
法
妙
な
る
が
故
に
、
人

た
つ
と

さ
ん
け
い

尊
し
人
尊
き
が
故
に
所
尊
し
と
申
は
是
な
り
。
然
は
一
度
参
詣

の
ぞ

む
し
ぎ
い
し
ゃ
う
（
忽
）
し
や
う
め
つ

心
に
懸
、
御
山
江
望
ま
ん
輩
、
無
始
の
罪
障
た
ち
ま
ち
消
滅
し
て
、

ご
う
あ
く

じ
く
む
ね
つ
の
ぞ

三
業
の
悪
を
転
し
て
三
徳
と
な
さ
ん
。
彼
中
天
竺
無
熱
池
に
臨
む

の
う
し
や

ね
つ
台
し
よ
ゆ

ぐ
ハ
ん
に
よ
り
や
う
う
そ
む
念

脳
者
が
、
心
中
の
熱
気
を
除
癒
し
て
充
満
無
願
如
清
涼
池
と
輪

か
れ

い
へ
ど

い
か
で

か
の

し
も
、
彼
是
異
な
り
と
錐
も
、
其
意
は
争
か
か
わ
る
べ
き
、
彼
月
支
の

山
梨
県
南
部
町
正
行
寺
蔵
「
朝
師
記
年
録
全
」
（
望
月
真
澄
）

」
（
ｎ
丁
オ
）

」
（
畑
丁
ウ
）

(”）



山
梨
県
南
部
町
正
行
寺
蔵
「
朝
師
記
年
録
全
」
（
望
月
真
澄
）

み
ね

あ
そ

ほ
う
ゑ

霊
鷲
山
は
、
本
朝
此
峯
な
り
と
遊
ば
し
候
御
書
あ
り
。
然
は
法
会
の

が
く
り
つ
し
う
と
ぎ
や
う
じ
き
し
き

こ
と
ご
と
そ
芯

そ

楽
律
衆
徒
の
行
事
の
義
式
等
に
至
迄
悉
く
備
へ
、
今
祖
山
の

。
』
・
《
“

ま
つ
た

む
く
ん

祖
山
た
る
其
厚
徳
は
、
全
く
日
朝
大
上
人
に
あ
り
。
山
務
の
勲
功

ば
く

か
ぞ
が
た

た
い
い
ん

い
ん
ぞ
う

莫
大
に
し
て
算
へ
難
し
、
明
応
八
己
未
年
御
退
院
、
東
谷
に
御
隠
蔵

き
づ

か
く
り
ん
ほ
う

が
い
ち
よ
じ
ゆ
つ

を
築
く
、
今
の
覚
林
房
是
な
り
。
御
生
涯
御
著
述
等
そ
の
外

さ
い
こ
ん
し
ん
か
ず

寺
院
再
建
新
建
立
数
多
く
、
明
応
二
丑
年
に
は
三
嶋
江
下
向

び
や
う
は
い

を
ん
し
や

ま
し
ま
す
、
日
出
師
の
御
廟
を
拝
し
、
師
の
御
恩
を
謝
せ
ん
と
思
召
、

し
や
う
ど
う
し

常
在
山
本
覚
寺
を
し
て
関
八
州
の
唱
導
師
に
任
ず
。
夫
よ
り
伊

れ
い

豆
国
宇
佐
美
御
両
親
御
廟
所
を
拝
し
、
一
宇
御
建
立
父
尊
霊

い
は
は
し
う
そ
ん
に

朝
善
位
、
母
君
妙
秀
尊
尼
、
依
て
妙
秀
山
朝
善
寺
と
い
ふ
。
読
経

ゑ
か
う
た
い
ま
ん

？
』

首
題
の
御
廻
向
今
に
怠
慢
な
し
。
然
に
御
弟
子
日
恒
聖
人
と
云
あ
り
。

そ
ん
せ
い
こ
う
と
く
か
ん
み
ず
か

み
ゑ
い
ぞ
う

常
に
日
朝
尊
聖
の
高
徳
を
感
じ
、
自
ら
朝
尊
前
の
御
影
像
を

て
う

め
つ
い
ま

そ
う
も
や
う

彫
刻
し
奉
り
、
御
滅
後
在
す
が
如
く
崇
敬
し
、
人
に
も
又
拝
さ
せ
ん
と

か
い
げ
ん

か
た
ち

此
由
を
願
ひ
、
開
眼
ま
し
ま
す
。
朝
尊
曰
く
、
日
恒
は
我
形
を
よ
ふ
ぞ
や

が
く
ぎ
や
う

み
が

刻
め
り
。
然
に
我
若
き
時
よ
り
学
業
の
為
に
法
理
を
磨
き
、
諸
寺

う
と

さ
い
な
ん

じ
ゃ
く

諸
山
に
於
て
、
諸
人
に
妬
み
疎
ま
れ
、
災
難
数
多
し
。
い
よ
い
よ
書
籍
に

太
一
ら

た
へ

あ
や
う

》
》

眼
を
曝
し
、
昼
夜
絶
な
し
。
既
に
危
き
事
有
し
が
、
其
目
甚
清
浄

」
（
ｎ
丁
ウ
）

」
（
岨
丁
オ
）

(認）



（
日
朝
廟
所
図
）

か
し
ん
で
ん
ま
さ

御
家
臣
今
村
傳
四
郎
正
長
と
い
ふ
臣
常
に
法
花
経
を
信
じ
、

雌
か
ん
づ
く

一

』

げ
ん
し
や
う

就
中
日
朝
大
上
人
の
眼
病
守
護
御
利
益
現
証
ま
し
ま
す
事

し
ん
こ
う

つ
う

か
ん
お
う

信
仰
一
方
な
ら
ず
。
神
君
の
御
眼
痛
、
立
所
に
利
益
感
応
ま
し

く
わ
ん
ご
ぼ
う
を
ん

し
や
う

ま
す
事
に
候
は
ぜ
、
下
関
後
報
恩
に
は
、
法
華
経
霊
場
一
宇
建
立

山
梨
県
南
部
町
正
行
寺
蔵
「
朝
師
記
年
録
全
」
（
望
月
真
澄
）

つ
つ
が

せ
い
く
わ

よ
く

に
し
て
金
言
の
ご
と
く
差
な
し
。
目
は
是
人
の
精
華
に
し
て
、
能
其
徳
を

わ
ず
ら

あ
ら
わ
す
。
我
滅
後
此
経
を
受
持
し
奉
る
諸
人
、
た
と
ひ
眼
病
を
煩
ふ

げ

が
ん
こ
ん

と
も
、
信
心
無
礦
な
ら
ん
も
の
は
、
忽
ち
眼
根
清
浄
な
る
事
を
得
さ
せ
ん
。

お
き
か
ん

題
目
怠
事
な
か
れ
。
此
願
ひ
空
し
か
ら
ず
は
、
我
滅
後
三
日
を
置
棺

ひ
ら
巳
く

》
』

ひ
ら
（
紛
力
）

を
發
く
し
と
、
日
恒
始
め
信
男
女
、
棺
を
發
き
見
合
ふ
に
、
遺
命
に

た
が

あ
合

せ
い
え
い
／
、

あ
へ

違
わ
ず
、
両
眼
明
ら
か
に
し
て
眼
晴
栄
々
た
り
。
敢
て
疑
ふ
く
か
ら
ず
。

し
じ
や
く
（
納
力
）
ざ
い
ゐ

時
に
明
応
九
庚
申
年
六
月
廿
五
日
示
寂
し
合
ふ
。
在
位
四
十
年

ご
げ
ん
し
や
う

御
寿
七
十
九
歳
な
り
。
然
に
眼
病
御
守
護
は
、
現
証
の
御
利
益

な

と
う
は
ん

日
に
増
著
し
中
に
も
、
元
和
の
初
、
神
君
御
登
坂
の
節
、
恐
れ

な
や
み

り
や
う
ぐ
わ
ん

し
る

多
く
も
御
眼
病
御
悩
甚
し
く
、
御
療
用
御
祈
願
並
び
に
験
シ
無

（
日
朝
葬
送
図
）

」
（
過
丁
ウ
）

L一 L一
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山
梨
県
南
部
町
正
行
寺
蔵
「
朝
師
記
年
録
全
」
（
望
月
真
澄
）

（
致
）

お
こ

お
わ

の
う
す
み
◇
か
い
へ

い
た
す
べ
し
と
大
願
を
起
す
。
其
日
終
ら
ざ
る
に
、
御
悩
迷
に
癒
さ
せ

（
給
力
）
よ
る
こ
か
ぎ
（
納
力
）

合
ふ
。
神
君
御
悦
び
限
り
な
く
、
御
信
仰
ま
し
／
、
合
ふ
。
御
信
心
の

竃
ま

す
ま

ふ
ご

い
う
け
た
竃
は

侭
御
大
用
済
せ
ら
れ
、
御
帰
府
後
正
長
上
意
を
承
り
、
身
延
廿
六

ち

せ
ん

ほ
う
じ
ゆ
ん

代
智
見
院
日
遜
聖
人
江
右
の
由
申
入
、
伊
豆
国
下
田
法
順
山

せ
ん
じ

ぞ
う
む
か
ど
く

了
仙
寺
を
御
建
立
、
日
朝
大
上
人
の
尊
像
を
迎
へ
、
読
経
の
た
ゑ

て
う
だ
い

な
や

の
ふ
御
朱
印
頂
戴
有
事
、
諸
人
知
所
也
。
然
ば
今
眼
を
悩
む
輩
、

じ
ゆ
く
か
け

日
朝
尊
者
の
一
軸
を
も
掛
奉
り
拝
す
へ
し
。
明
応
九
六
月

（
総
力
）
い
ま
す
こ
ら

廿
五
日
化
し
合
ふ
。
朝
尊
者
在
が
如
く
信
心
を
凝
し
、
朝
夕
た
ゑ

し
つ
葱
や
う
お
こ
た

か
つ
ご
う

な
く
べ
題
目
執
行
怠
り
な
く
渇
仰
す
る
時
は
、
百
度
の
御
利
益

け
つ
う
た
が
ふ

ふ
ぎ
れ
い
げ
ん

つ
た

決
し
て
疑
ふ
事
な
し
。
か
か
る
不
思
議
の
霊
験
を
、
世
々
に
伝
へ
ず
ん
ば

と
が

し
よ
じ
や
く
ほ
ん

を
う
げ
ん
ほ
う
う

答
な
る
へ
し
と
、
古
き
書
籍
を
翻
訳
し
て
、
利
益
応
験
の
法
雨
を

そ
そ

じ
ん
じ
ゃ
う
じ
や
う
そ
く
わ
い
ひ
ら

し
う

世
々
に
濯
ぎ
、
其
目
甚
清
浄
の
素
懐
を
披
か
し
め
、
自
他
宗
に

か
ぎ

う
れ

（
歩
）

限
ら
ず
、
眼
病
を
患
ひ
悲
し
む
信
男
女
、
題
目
を
怠
ら
す
あ
ゆ
み

は
こ
（
鉛
力
）

を
う
げ
ん

を
運
び
た
ま
ふ
時
は
、
応
験
あ
ら
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
御
生
涯
之

ぎ
や
う
で
う
忠
う

あ
げ
し
か
い
ふ

御
行
状
九
牛
が
一
毛
を
挙
て
云
爾
。

ち
よ
じ
つ
ろ
く
あ
ら
ま
し
し
る

身
延
山
御
在
住
御
誕
生
の
御
著
述
目
録
荒
増
を
記
す
。

趣
や
う
ぐ
わ
ん
げ

ぐ
し
や
ゆ
い
し
台
ひ
や
う
ち
う

○
天
台
真
言
教
観
解
○
倶
舎
唯
識
評
注

」
（
必
丁
オ
）

」
（
叫
丁
ウ
）

(36）



○
別
頭
五
大
部
○
一
大
五
時
記

そ
う
あ
ん
し
や
う

○
御
書
見
聞
書
○
法
華
草
案
抄

よ
う

○
弘
経
用
心
集
○
四
宗
要
文

○
十
不
二
門
見
聞
抄
○
元
祖
化
導
記

か
く
そ
う

（
妃
）

仏
閣
草
創
再
建
の
寺
院
の
荒
増
を
し
る
す
。

て
い
は
つ
れ
い
じ
ゃ
う

○
伊
豆
国
三
嶋
常
在
山
本
覚
寺
御
剃
髪
の
霊
場
な
り
。

や
つ
し
ろ
と
く

ぜ
う

こ
倉
か
ぞ
ね

○
甲
州
八
代
郡
得
林
山
法
成
寺
○
同
国
巨
摩
郡
加
曽
根
村

じ
ゃ
う

た
い
ぐ
ゑ
ん

常
永
山
正
行
寺
○
同
国
東
川
内
車
田
村
躰
具
山
法
円
寺

ぜ
う

い
な
む
ろ

○
同
国
成
嶋
村
妙
寿
山
仏
成
寺
○
信
州
伊
奈
郡
山
室

を
ん
じ
ゃ
う
く
し
ほ
う

そ
う

妙
朝
山
遠
照
寺
○
串
田
村
喪
上
山
妙
蔵
寺

ふ
る
さ
わ

ゑ
び
し
や
う

○
古
沢
村
常
栄
山
本
照
寺
○
相
州
海
老
名
長
商
山
海
源
寺

あ
い

し
や
う

く
り

○
愛
名
村
長
登
山
妙
昌
寺
○
同
栗
原
村
長
光
山
法
泉
寺

じ
ゆ
ん

○
伊
豆
国
下
田
法
順
山
了
仙
寺
○
同
国
宇
佐
美
村
妙
秀
山

朝
善
寺
御
両
親
御
廟
有
と
か
や
。
恵
日
山
と
も
い
ふ
。

こ
う
ぜ
ん

ふ
れ
か
し
ら

○
武
州
町
田
久
住
山
宏
善
寺
○
駿
州
府
中
身
延
山
触
頭

か
う
し
か
い
念
ち
う
ぜ
つ
い
わ
こ
し
か
ん

常
在
山
感
応
寺
始
日
向
師
開
基
中
絶
其
後
岩
越
氏
感

お
ふ
い
ん
じ
ゃ
う
ゑ
ん

ど
ん

応
院
浄
円
再
建
朝
師
を
開
基
と
す
。
○
鎌
倉
妙
厳
山
本
覚

山
梨
県
南
部
町
正
行
寺
蔵
「
朝
師
記
年
録
全
」
（
望
月
真
澄
）

」
（
賜
丁
オ
）

(37）



山
梨
県
南
部
町
正
行
寺
蔵
「
朝
師
記
年
録
全
」
（
望
月
真
澄
）

け
ど
う
え
び
す
か
ん
し
や
う

寺
朝
師
開
眼
御
化
導
の
恵
比
須
勧
請
あ
り
。

（
鷺
）
（
増
）

新
建
御
生
涯
三
四
十
ヶ
寺
と
も
聞
及
ぶ
あ
ら
ま
し
を
記
す
。

え
び
す
ぱ
し

け
ん
た
い

○
鎌
倉
恵
比
須
橋
妙
厳
山
本
覚
寺
三
島
本
覚
寺
御
兼
帯

み
ぎ
り
ち
ご
ｅ
た
つ
あ
ん
な
い
た
づ
ぬ
わ
れ
に
し
ミ
や

よ
つ
む
か
し

之
瑚
、
児
来
て
案
内
す
。
尋
る
に
吾
は
西
宮
恵
比
須
也
。
依
て
昔
は

え
ぴ
す
ど
う

（
夷
）
（
甘
）
８

児
堂
と
書
、
ゑ
び
す
堂
と
い
ふ
と
も
あ
り
。
其
外
奇
な
る
こ
と

お
ほ

ぷ
ん
こ
つ
（
給
力
）

多
し
、
高
祖
御
分
骨
し
合
ふ
、
東
身
延
と
云
也
。
在
住
読
経

ぶ
よ
し
ゆ
ぎ
や
う
ち
よ
じ
つ
る
い

十
二
万
部
余
之
修
行
、
御
著
述
類
、
再
建
新
建
等
三
十
ヶ
寺

ぎ
や
う
で
う
き
う
ぎ
う
が
い
つ
あ
ら
窟
し
り
や
く
で
ん

余
、
其
外
御
生
涯
行
状
九
牛
一
荒
増
之
略
伝
也
。

賊

と
う
８

で
ん

せ
８
と
く
（
妃
）

仏
祖
統
記
朝
師
の
伝
、
そ
の
碩
徳
を
し
る
す

つ
ば
び
ら
か

し
や
う
が

ぐ
ぞ
く

事
詳
な
り
と
い
へ
と
も
、
文
章
古
雅
に
し
て
、
愚
供

（
瞳
》
が
た
こ
こ
せ
い
は
ん
も
く

に
さ
と
し
難
し
。
髪
に
聖
坂
獣
翁
と
居
士
輩
に

い
と
ま

（
曹
）

読
経
之
余
の
暇
、
朝
師
の
行
状
本
末
を
か
き

つ
づ

る
く

綴
り
、
紀
年
録
と
名
く
。
実
二
三
百
有
余
年

（
甘
）
れ
６
／
、
も
と

前
の
む
か
し
、
歴
々
と
し
て
見
か
如
し
。
因
よ
り
我
等

お
ふ
ご

異
体
同
心
な
れ
は
、
深
く
朝
師
眼
病
擁
護
の

'一一 ’一一

へへ
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丁丁
ウオ
ーｰ

」
（
躯
丁
ウ
）

」
（
Ⅳ
丁
オ
）

(鉛）



維
時
明
治
三
十
二
年
初
春

か
う
と
く

う
も

お
そ
れ

利
益
を
感
し
、
其
厚
徳
の
空
く
埋
れ
ん
事
恐

あ
ず
さ
ち
り
ば
め

つ
た

れ
、
梓
に
鐙
て
世
々
に
伝
へ
、
信
男
・
信
女
を
し
て

を
ん
ご
ぜ
ん
し
よ
し
ゆ
く
え
ん
こ
ん
こ
う

現
世
安
穏
、
後
生
善
処
、
宿
縁
深
厚
共

（
９
）

れ
い
ぜ
ん
ち
ぐ
う
ゑ
ん

に
一
乗
の
む
し
ろ
を
同
し
、
霊
山
値
遇
の
縁
を

結
ん
事
を
願
ふ
。
南
無
妙
法
蓮
華
経
。

文
政
十
丁
亥
年
芝
三
田
小
原
氏

孟
冬

田
村
氏

井
口
氏

（
裏
表
紙
見
返
墨
書
）

「
圓
光
山
正
行
寺

三
十
壱
世

（
裏
表
紙
見
返
）

紫
金
跡
初
祖

文
照
院
日
厚
代
」

山
梨
県
南
部
町
正
行
寺
蔵
「
朝
師
記
年
録
全
」
（
望
月
真
澄
）

」
（
Ⅳ
丁
ウ
）

(”）



山
梨
県
南
部
町
正
行
寺
蔵
「
朝
師
記
年
録
全
」
（
望
月
真
澄
）

Lーｰ

へへ
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丁丁
ウオ
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(40）


